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こんなにあるぞ！ 津別のいいとこ♪（部会討議結果より） 

オーガニック
牛乳 

あいおい 
道の駅 

チミケップ湖 

さしみチーズ
チーズ工房
風の丘 

魚・エビ・蛍・
山菜・きのこ 

他にもたっく
さん、etc 

水がおいしい 

シゲチャンラ
ンド 

木の町（森林・
木工技術） 

キャンプ
場 

活発な女性 



だが、この素晴らしさを多くの人は知らない。 
 
なぜなら、 
 

情報発信・プレスリリースの機能が 
極めて、弱いから。 
 
それは、どの地方自治体も手をこまねいている 
共通の課題である。 
 
 



つまり、やることはひとつ 
 
 

津別町（民）による 
津別町の 
津別町外への情報発信 
 
（それも、極力、低予算で） 
 

 



まちづくりアイデアプロジェクト 

 TSUBETSU３（通称 ツベさん） 

•森ある会議 

 

•ツベツ森channel 

 

•津別町役場でんぱ課の創設 
 

 

 



森ある会議をやろう。 

• 森ある会議（用語解説） 

 

森のある町、津別町の公共施設（さんさん館、学校、町長室、公民館等）
や森の近くで、討論会を開く。その内容は、津別町民がマチや日本のあ
れこれ、日ごろ思うことなど、多岐にわたるテーマの討論コミュニケーショ
ンイベントである。 

モデルは、人口流入超過の島、島根県隠岐郡海士町の「島会議」。 
ちなみに、海士町の人口は約2400人。 



津別（民） 討論（トーク） 



撮影 西山 雄貴 



島会議「教育編」 隠岐島前高校の取り組みや島の
塾の説明、どうすれば島は良くなっていくかの部会。 



■森ある会議によって得られる効果 
 
◎住民同士による親睦（コミュニケーション）の深まり・ 
つながり強化 
 
◎イベント化して、島根県海士町の「島会議」のようにな
れば、町外から観（光）客を呼べる 
 
◎まちづくりに積極的なマチを対外的にアピールできる 
（でも、形だけじゃダメですよ！） 



ツベツ森channalをやろう。 

• ツベツ森channal（用語解説） 

 

ツベツ森channalは、youtubeを活用した津別町情報発信メディ
アである。前述の「森ある会議」の模様を放送したり、定期的に
町民が番組をつくる町民制作メディアである。また、インスタグラ
ム、ＦＢ等を利用しての町の風景・模様を随時、アップし続ける
ための運営チームのことも指す。 

 

 





このコンテンツ（番組・映像・写真etc）を・・・ 
 
 
 

津別町民がつくる！ 
 
(もはや、役場におんぶにだっこのまちづくり
じゃ、ダサいし、もろいし、先がない！) 
 

 



カメラや配信設備、編集
設備、事務所などは、ぜ
んぶ津別役場が津別役
場内に用意しましょう！ 



津別町 投資 小  
→ 町を日本・世界にアピールすることができ、町のコンテン
ツを町民につくってもらえる。自然のどまんなかで、先進的な
マチのイメージ 
 

町民 投資なし （実際は津別町民の大事な税金ですが）  
→ タダで映像・写真技術を学べる。町に住む人のつながり
が増える！  
→ 人がつながることで、もっと楽しい町になる。顔なじみの
町。アイデアが生まれやすい 



自分たちでメディアを作り、発信できるようになれば、 
 
地方都市に住みながら、稼ぎだすことも可能な時代 
 
 

津別町自体がＩＴ技術・クリエイティブ脳で食
べられるように、町民全体で新しい試みに
挑む。 ⇒ 生き残る町の在り方！ 



再生回数 1,161,228（2016年1月31日18:48現在）を越えるプロモーション動画を、
町民の手で作れたら素晴らしいですね。（写真は、大分の温泉県シンクロ） 



津別町役場でんぱ課の創設 

• 津別町役場でんぱ課とは（用語解説） 

「森ある会議」・「ツベツ森channal」を管轄する部署でありながら、
プレスリリースなど、町の広報活動・ＰＲなど、津別町のよさを、

伝播（でんぱ）するために、ユーモラスで、ゆるさを
大切にしながら、公務員だけど、どこか公務員らしくない（法に
反するのは、もちろんダメ）ことをする新設部署。 



ちなみに、「でんぱ」とは・・・ 
 

俗に、「視聴していると頭がおかしくなりそうなもの」「常人の感性とは
乖離しているもの」を「電波」と呼ぶ場合が多いという意味もある。す
なわち、極めてユニークな意。 
 
 

例 でんぱ組.inc  電波女と青春男 電波少年 など 
 
 
 



◎日本全国にて成功している、でんぱな課の一例 
 
■福井県鯖江市 ＪＫ課  
ＪＫ（女子高生）が考えて、行動するまちづくり課 
 
■高知県庁 おもてなし課 
有川浩著「県庁おもてなし課」のモデル 
 
■千葉県松戸市 すぐやる課 
マツモトキヨシ創業者 松本清氏が松戸市長時代に考案し、
45年以上続く有名な課 
 
 



１、名前のインパクト（全国的ＰＲ効果） 
 
２、役場・役人の印象をぶっ壊す 
    （お役所体質の破壊宣言） 
 
３、本気でユニークなことをやるため 
      （責任所在地宣言） 



■「でんぱ」という名前の効果で、全国から仕事のオファー
をもらう。営業を仕掛けやすい。 
大自然の中で、でんぱ（ＩＴ、サブカルチャー等）系が合体す
るというミスマッチ感がウリモノになる。 
 
■「でんぱ（電波）」という課の名前の下、ユニークな企画を
立て、実行し、プレスリリースして「でんぱ（電波）」させるノウ
ハウを高めていく。（町の知名度向上） 
 
■「森ある会議」・「ツベツ森channal」の管轄。そもそも、二
つとも電波で伝播なユニーク企画。 
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             津別町のキャッチコピー 

 
 

なにかある、つべつ 
 



なにかある、つべつ。 
だから、探そう。探しに来て。 



             津別町のキャッチコピー 

 
 

なにかある、つべつ 
つべつのみんなで、広めましょっ。 

 


